
 

日 時：令和５年 11月 21日（火）16：45～17：45 

場 所：今治西高等学校 

出席者：今治西高等学校の学生８名、坂本ＰＴＡ会長 

徳永市長、壷内教育厚生委員長、小澤教育長 

 

【内容】 

市長登場、あいさつ 

学生の自己紹介 

 

・中央住民センターを「屋根のある公園」をコンセプトに子どもからお年寄りまで集え

る空間にしたい。 

・今治駅付近のＳＵＮＡＢＡＣＯ（デジタル人材を育成する施設）をおすすめします。 

・各公民館にはＷｉ－Ｆｉの設置をしているので活用してほしい。 

 

・今治里山スタジアムは悲しみも喜びも爆発ができる、老いも若きもみんなが交流でき

る場所となっています。 

・今治港で月２回せとうちみなとマルシェがある。 

・政治のこと、まちづくりの事など話が聞きたいときは、いつでも連絡してください。 



・早い段階で興味のある分野について学べる。 

・実践的な日常英語の教育。 

・視野が広がる。 

〈市長〉 

・世界が近くなってきているが教育システムは遅れているので、皆さんの可能性が広が

っていく仕組みの一つに国際科がなればいいな。 

・今治市としても県立高校に対してもシームレスな対応をしてきている。 

 

地域：幼い頃からの仲のいい友達と再会したい。地域の人にも見てほしい。 

 一緒：中学、高校の同級生と同時に再会したい。 

〈市長〉 

・地域ごとにお祝いしたい気持ちがあるのもわかる。ただ、平成の大合併で１つの家族に 

なってから 20 年。皆さんの思い出に残る成人式にできないかと思っている。 

 

・やりたいことを全力で挑戦できる活気のある街。 

 ・年代問わず盛り上がれる街。 

・自然と商業施設が共存している街。 

・人が志を持って移住したり帰ってこられる街。 

・自然を残しつつ新しい技術や施設を取り入れた街。 

・商店街に活気がある街。 

・人口が増えてほしい。 



〈壷内教育厚生委員長〉 

 商店街の活気とは？ 

・お年寄りや若者たちが居てお店がたくさん開いていること 

 

・テニスコートを中心地に作って欲しい。 

 ・公共交通機関を増やしてほしい。 

 ・多くの世代が集える場を増やしていってほしい。 

 ・帰りたい今治になって欲しい。 

 ・道路の整備をして自転車に優しい街にしてほしい。 

 ・今治の知らないことを知れた。 

 

１０年くらいかけて今治を大改造したい。せとうちみなとマルシェはイベントではなく、

事業だと思っています。港に賑わいを作ることによって、中心市街地にどういう波及効果が

できるか、人流を調べたい。広小路の道路形状を変えて、芝っち広場の活用方法を考えたい。

今治市が生き残っていくために、“ウォーカブルな街“に変えていきたい。 

移住したいまち全国一位４冠を獲得した今治の良さを実感してほしい。今治とはどんな

地域なのかを知って欲しい。”戻りたいまち“にこれからしていく。 

皆さんの思いを聞かせてくれてありがとう。今日知ったことを友だちに発信していって

ください。 

今治が今後成長していくには、自然、経済、観光が大切。人を呼び込むことをしたい。大

人になっても助けあえるような人間関係を作ってください。 

今持っている視点を大切にしていってほしい。新たな課題を見つけて解決していってく



ださい。 

 どんな挑戦もしてほしい。失敗したっていいと思う。自分の目指す幸せに向かって、課題

意識を持って人生を歩んでください。【願うなら 飛び立つ空が きっとある】 


